
どなたでもご自由に参加できます。
神栖社協ホームページにも掲載中！

ニート・ひきこもり等への社会参加支援の取り組み

 

申込・問合先 ： 神栖市社協 地域福祉推進センター 担当：三浦 電話 ０２９９-９３-０２９４

「乳幼児期から児童期の発達段階と発達が気になる子の理解」

～相談支援と居場所・就労支援の活動から～

今回の勉強会では、ニート・ひきこもり等の方へ、就労や社会参加の支援を行っている

２つの事業所のスタッフを講師としてお招きします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｢いばらき若者サポートステーション｣は水戸市に拠点を置き、就職活動に一歩踏み出せ

ない、人間関係が苦手といった様々な困難を抱えた15歳から39歳の若者に対し、キャリ

アコンサルタントなどによる専門的な相談や様々な就労支援を行っています。相談支援では個別性を重視

し、それぞれの思いに寄り添いながら社会参加の第一歩を一緒に考えています。就労支援においても、コミ

ュニケーション講座やパソコン講座などの基礎力向上と自信の回復を目的とした内容や職場体験、模擬面接

など具体的な就職に向けた活動など様々な支援プログラムが用意されています。初回の相談は電話やメール

で受け付けています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｢障がい者就労支援センター コンパス｣は神栖市内で障害者の就労支援事業を展開する傍ら、ニート・ひ

きこもりについての相談に応じ、社会参加のきっかけとなる居場所支援の活動を実践しています。　　　　

勉強会では、それぞれの実施プログラムやその特徴、相談する本人やご家族の切実な悩みや思い、社会参

加までの過程などを実際の支援事例を交えてお話しいただきます。社会生活に不安がある方、就労に悩んで

いる方やそのご家族、障害者やひきこもり等の支援に関心がある方など、多くの方のご参加をお待ちしてい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今月の勉強会は子育てサポーター養成基礎研修の2日目と合同で開催しました。午前中の講義では子ど

もの発達を乳児期（0～1歳前後）、幼児期（1歳半頃～5.6歳）、児童期（7歳頃～10.11歳頃）の段階

に分けて、それぞれの時期に生じる発達課題について詳しく説明がありました。また、午後からは生まれ

つき脳に何らかの機能障害があることで、発達に偏りが見られる発達障害の特性や年齢に応じた関わりの

ポイントについて伝えられ、午前・午後を通じて子どもの発達に関して集中して学ぶ機会となりました。

たとえ小さな子どもであっても、子どもは親の分身ではないので、｢思い通りには育たない｣という事実

を受け止め、子どもの｢ありのまま｣を受け止めること。その心構えとして穂積先生から“good 

enough(グッド イナフ)＝完璧でなくほどほどでよい、それで十分”という意味のフレーズが伝えられ、

｢気負いせずに子育てを楽しむこと｣の大切さを改めて感じることができました。


